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博物館周辺の身近な自然シリーズ(そ

気がつけば、変わる！日常の景色

学芸員 出 川 洋 介

今年はキノコの当たり年だそうです。知り合い
は、既に富士山でマツタケをとったとのこと。現
地のプロも、今年は何年に一度かの当たり年だと
言っているそうです。いざ富士山へ！と言いたい
ところですが、今日の話題は「身近な自然」です。
毎年、キノコシーズンが到来すると、今年は不
作だとか、当たり年らしいと言ったニュースが流
れますね。このような判断は何に基づいているの
でしょう？マツタケ取りの名人は秘密の場所を
知っていて、家族にも漏らさないといいます。名
人は以前マツタケを見つけた場所をよく覚えてお
り、シーズンになると毎年そこに通って発生を確
かめ、今年は多いとか少ないといった手応えを感
じるのでしょう。同じ場所に繰り返し通いつめて
経験を積むと、初めての所でも直感的にマツタケ
の生えそうな所がわかるようになるそうです。自
然観察においても、こういう「勘」をはぐくむこ
とは重要かもしれませんね。
1999年の4月から、ボランティアの皆さんと博
物館周辺の月例菌類調査を開始しました。紹太寺
界隈～吾性沢流域をフィールドにして5年目を迎
え、メンバーたちもどこにどのようなキノコが生
えるのか少しずつ勘が働くようになってきました。
しかし､年12回の調査では拾いきれないキノコが
たくさんあるはずです。ボランテイアの酒井きみ
さんはフイールドの一角にお住まいで、月例調査
の合間をぬって、日々キノコを調べてくださいま
す。昨年、かねてから念願だったキヌガサタケを
発見されました！調査をはじめて 5年目にして
ようやく見つかるというキノコもあるのです。酒
井さんはキノコばかりでなく小さな変形菌、さら
には顕微鏡を購入されてカビまでも観察されてい
ます。道路脇に座り込んでルーペでカビを観察す
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る酒井さんは近所でもすっかり有名です｡まさに、
入生田の菌類版ファーブルのような方だなあと、
感心してしまいます。
この山は、他にも「身近な自然発見講座」など

様々な博物館行事のフィールドでもありますし、
友の会オープンラボでも、講座のたびにお世話に
なっている場所です。今後、博物館とともに1 0
年20年と息長く観察を続けていくことにより、一
朝一夕にはならない貴重なデータの蓄積がなされ
ていくことを期待しています。
博物館の観察会に参加された方は、そこで得た

ことを持ち帰り、是非、ご自分でも身近なところ
を一つ決めて、継続的に自然観察をされてみては
いかがでしょうか。場所を選ぶ際には、そこが良
いところかどうかということよりも、楽に1頻繁
に1通えることが先決です。ですから、ご自宅の
庭や通勤通学途上の公園などが寧ろ適しているか
もしれません。そして、まず、そこに住む生き物
の戸籍簿作りからはじめます。名前のわからない
生き物がいたら、学芸員に気軽に相談してくださ
い。そして、生き物マップを作ってみても良いで
しょうし、季節変化をカレンダーにして、年ごと
の違いを読みとるのも良いかもしれません。
このように、自分なりの身近な自然誌を編蟇す

るのは楽しいものです。当博物館の樽学芸員親子
は、自宅の周辺で動植物から菌類に至るまでいろ
いろな生き物を記録されています。
私は、隠花植物を担当していますが、いずれも

大変地味で小さな生き物たちです。しかし、これ
らの小さな生きものにも親しみがわいてくると、
身近なフイールドが賑やかで楽しいところに変身
します。うちの庭は猫の額ほどとか、マンション
なのでベランダだけ、と
言う方もおられるでしょ
う。そういう方には特に
小さい生き物wat ch ing
をおすすめします。駅の
植え込みや、コンクリー
トの壁でも、十分な観察

“ こ の 一 冊 ” … …
何でも好奇心……
会員からのお便り
友の会NOW……
サロン・ド・小田原
行事案内…………

入生田横道の植え込み
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フィールドとなります。
入生田駅から博物館までのほんの3分間の道の
りでも、腰を据えて観察をはじめたら丸一日を費
やすでしょう。改札口を出た右側には花壇があり
ますが、雨が当たらないところは土が乾き、猫の
トイレになっています。昨年4月1日には、そこ
から高さ1 0cmに及ぶ見事なヒゲカビが発生して
感激しました。ヒゲカビについては調査を行い、
歩道橋階段直下なども穴場だということがわかり
ました！

この歩道橋階段の右手にはヤマグワの木が生
えています。実が食べ頃の初夏、地面に落ちた実
には、綿のようなクモノスカビが見られます。樹
上では、熟れた実に混ざり、時折白く固くなった
実が見つかりますが、これはキツネノワンという
キノコの仕業
です。このよ キ

ツ
う な 実 は 落 下 ネ

ノ
し て 、 翌 春 、 ヮ
そ こ か ら 茶 碗 ン
型 の キ ノ コ を

生やします。
秋になると葉，
の裏面に、ウ ’
ドンコ病菌の黄､赤､黒色の丸い粒が見られます。
この粒には、放射状に刺が生えており、拡大して
みると芸術品1です。駅から続く石垣の表面をず
っと見てくると、色とりどりのコケや地衣類が、
ざっと10種前後みつかります｡私の場合毎日ここ
を通りますから、何かひとつでもいいから、その
日発見した生き物や、観察した内容を一年も記録
していけば、この3分間ルートでも結構楽しめそ
うです。
しかし、小さい生き物達には本当に際限があり

ません。時間のあるときに、花壇の土をひとつか
み持ち帰ってみます。これをツルグレン装置とい
う器具にかければ、ダニやトビムシなど賑やかな
土壌動物たちに出会えます。ひとつまみの土を水
に溶いて窓辺に置き一週間もすればプランクトン
の饗宴が始まりますし、寒天培地にまけば、数十
種のカビが現れます。ともに出現したアメーバや
線虫などを捕まえる食虫植物のようなカビがいた
り、胞子をダニの足にくっつけようと粘液を出す
カビがいたりと、様々な物語が見えてきます。徹
底的に調べ出したら、この3分間ルートに合計何
種の生物がいるか想像もつきません。おそらくま

だ名の無い種も発見されるでしょう。顕微鏡を介
すことで、身近なところに、際限なく面白い世界
があるらしいとわかるのです。
博物学者南方熊楠は、次のような言葉を残して

います｡｢無尽無究の大宇宙の大宇宙のまだ大宇宙
を包蔵する大宇宙を、たとえば顕微鏡一台買うて
だに一生見て楽しむところ尽きず（土岐法竜宛書
簡より）」青木館長は、「"ダニ”一生見て楽しむ」
と読むのだよ！と酒落て喜んでおられるのですが、
こういう世界が本当に文字通り、身近なところに
無限に広がっているのです。
アジアには、古くから精霊信仰（アニミズム）

という、原始的宗教というか自然観のようなもの
がありますね。身の回りのあらゆるところに神様
が住んでいるという思想で、日本でも、かまどの
神様、石ころの神様、老樹の神様といろいろいま戸
すが、貧乏神とか、便所神なんていうのもいて面
白いと思います。直接は目に見えないカビとのつ
きあいは、何かこの、アニミズムの自然観に似て
いるなという気がします。駅から3分間ルートで
いえば、毎朝、私はクワの葉裏に生えるカビ様、
クワの実に生えるカビ様、猫のウンチに生えるカ
ビ様…たちに挨拶しながら博物館に通ってくるわ
けです。こういうのを、「八百万（やおよるず）の
カビカビ」と称してはどうかなと、こっそり楽し 
んでいます。私はカビたちの世界にすっかり魅せ
られてしまい、毎日顕微鏡を覗いています。しか
し、この身近なミクロの世界は、ルーペひとつを
携帯するだけでも十分垣間見ることができますし、
何度か顕微鏡観察を体験されれば、きっと「八百伶
万のカビカビ」の気分をおわかりいただけるはず
です。
もちろん、 “神々 ”はカビカビばかりではあり

ません。わたしたちの身の回りには多様なサイズ
の無数の生き物たちが生活を営んでいます。身近
なところで養った観察眼、自然観は、必ずや、皆
さんの生活を豊かなものにしてくれるはずです。
これだけ科学が進展しているはずの世の中にも、
ごく身近なところに生き物たちの未知の世界が広
がっているらしいということに気付くと、われわ
れヒトは少々思い上がってるんじやないかな？と
いう気もしてきます。環境や多様性保全の複雑な
問題に向き合っていくためにも、まずは身近にい
ながら気がつかない隣人たちに目をやり、身近に
ある自然を謙虚に見つめることも、案外、大切な
-歩かもしれません。
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8月7日（土)、8日（日）、14日（土)、21日（土）
参加者102名ほか付き添い参加者

7月24，25日の日本変形菌研究会『2004箱根
大会』に共催事業として参加したため、「夏休み
オープンラボ」は、 8月に入ってから 4日間の
開催となりました。予約制の講座は1件で、他
は当日のお楽しみ企画という新しい方式で実施
しました。ここでは概略のみの紹介となりまし
たので詳細はホームページをご覧下さい。
http : /homepage3. nifty. com/open-lab/

ミニ講座「ミクロの生物ウオッチング」
8月 8 日 （日） 参 加 者 1 5 名

講師：小田部家邦氏出川洋介学芸員

◆クマムシに出会う

ごく小さな生き物であり、不死身の体を持つ
といわれるクマムシ。S F映画に登場しそうな得
体の知れないこの生き物を、趣味にしていた絵
に百鬼夜行の妖怪達とともに描いたことが、生
きたクマムシとの出合いにつながりました。講
座の準備をしながら、｢現在生活しているクマム
シを自分の目で見る」という私なりの目的のた
めに、道ばたのコケ、側溝の泥などを採集し、
ドキドキしながら顕微鏡をのぞいてこまめに探
す作業の繰り返し。「独特の爪、もしや？」と
思ってから、それがクマムシとわかるまで終始
興奮していました。それはもう、私が子どもと
図鑑で見て想像をふくらませていた生き物より
ずっと、健気で一生懸命生きている種という印
象でした。妖怪ではなく、どっこい生命をつな
いできているクマムシに新鮮な感動をもらいま
した。 （ 企 画担当鶴田知志子）

カ ッ ト 鶴 田 知 志 子 ミ シ ン コ か ど う

やって成長するのか知りませんでしたが、ミジ
ンコの中でもケンミジンコだけが脱皮するとい
うことを知りました。
また、ヒルガタワムシを見つけた時、小田部

先生に、「ヒルガタワムシは繊毛を回転させてエ
サを採る」ということを教えていただき、その様
子を見せていただきました。ミクロの生物の体
の一部を回転させているところなど見たことが
無かったのでとても印象に残りました。
その他にもさまざまなことを学ぶことができ、

大変有意義な時間を過ごせました。
（深山 遼 中1）

…その後

◆8月14日(土）「クマムシ団地」発見！

8月8日（日）の観察会で「クマムシ」の話を
聞き、自宅のエアコンの凝縮水が流れる場所に
あった｢湿った落ち葉と土｣を採取し、水に入れ
たサンプルを持参。そこから大量の「クマムシ」
が見つかりました。プレパラート上に乗せた l
～ 2滴のサンプルのどれからも見つかるという
ほど、沢山いました。
夏休みの自由研究、おかげさまで無事完成致

しました。長男はミジンコにすっかり魅了（？）
され、博物館にあったような顕微鏡が欲しいな
どと言いだす始末で、この「ミジンコブーム」
はいつまで続く事やら…私自身も楽しく観察に
参加でき、今までに関心も無かった事に新たな
感動を見出す機会になりました。

（深山アコ、遼さんのお母さん）

◆参加者の感想

「ミクロの生物ウオッチング」に参加して

今回参加した「ミクロの生物ウオッチング」で
は、いろいろな生物を観察できましたが、その

中でもヒルガタ
ワ ム シ と ケ ン ミ

ジンコの幼生が
とくに観察でき
てよかったもの
になりました。
ミジンコがどう

博物館周辺の田んぼでプランクトンを探しました
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「小さな探検隊」
8月7， 8， 1 4， 2 1日参加者3 8名

今回の探検隊長は6年生の小沢有輝さんと鶴
田達也さんが分担しました。昆虫採集前後の注
意事項の説明、採集の時の参加者へのフォロー
など、立派に任務を果たしてくれました。

,蔚蕊米参捌伽邪隠‘-
中極佳柊半 すらな↓' "7 (Z-

L11日」、-「日1」c 案内板作成加賀芳恵(中2）
午 後 の 全 8
回で38名が参加しました。参加者の年齢は3
歳から12歳、平均年齢は8歳でした。神奈川県
内のみならず、浜松市や新潟市からの参加者も
見られ、兄弟やいとこ同士での参加もありまし
た。昆虫は主にイチジクに来ていたキボシカミ
キリやクワカミキリ、バッタ、カマキリ、トン
ボなどを捕まえる事ができました。標本作成だ
けでなく、一部の回では顕微鏡観察もしました
が 、 好 評 で し た 。 （ 企 画 担 当 松 本 洋 一 ）

「葉っぱでスタンプ」
8 月 7 ， 8 ， 1 4 ， 2 1 日 参 加 者 2 2 名

身近にあるサクラ・イチョウ・モミジなどの
葉の形や鋸歯、葉脈の観察を兼ねて、葉の拓本
をとって遊んでみました。
拓本は、葉に直接スタンプインクをつけて、

紙 に こ す り 出
す 手 法 で 行 い
ますが、これが
ま た 意 外 に シ
ャ ープ な 線 が
出て、「すごい｣、
「きれい」の連
発。せっかくで

「ホラ1上手にできたよ｡」 すので、記念に
ハ ガ キ と う ち わ

に仕立ててみました。参加者も3歳児からと、
今年は低学年の子どもたちが多かったのですが、
個性豊かな作品がたくさんできて十分に楽しめ
た 企 画 と な り ま し た 。 （ 企 画 担 当 星 野 和 子 ）

しょにラミネート カツ卜稲垣香織里
して1枚の「どんぐりの葉っぱシート」を作り、
どんく、り細工をしました。
おじいちゃんから孫までの参加があり、皆様
に楽しんでいただけました。（中には“ついで”

で参加した人が一番ハマッてしまったご家族ｲ戸、
も）かわいいどんく、り細工は多くの方に喜んで
いただけました。意外だったのは名前付けの段
階と葉っぱシートの反応が良かった事です。ど
んぐりの種類分けなどはクイズ形式にしたのが
楽しかったようです。シートも「これなら名前
と葉っぱがばらばらにならない」と、喜ばれま
した。
今回は 1 回の募集人数が少なかったため、一

人一人にじっくりと時間をかけて接する事がで
き、 1年かけてどんぐり拾いから準備した企画
者として、とても嬉しかったです。

（企画担当稲垣香穗里）

「 水 滴 顕 微 鏡 」 講 師 大 谷 明 寛 氏
8月21日参加者14名 イヘ

土壌動物観察会でいつもお手伝いをいただ
いている大谷さんから提案があり、1時間の講
座として初めて実施しました。
照明装置はダンボールで作った台に透明のア
クリル板を貼り付け、顕微鏡は弾力のある薄い
プラスチック板にピンホールを開けた黒紙を挟
み、その上°ンホールの真上に1滴の水を置くだ
けの簡単なものです。観察するのに最初はコツ
が必要ですが、なれるととてもクリアーに高倍
率の観察ができます。ササラダニの足の毛も観
察できました。
初めて顕微鏡を研究に用いたレーウェンフッ
クはツリガネムシ（1683年）バクテリア(1683
年）や毛細血管の血液の流れ(1688年)など発表
しています。レーウェンフックが見たミクロの
世界を体験できました。（企画担当町田誠）
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虫採集、後半
は 捕 ま え た
虫 の 標 本 を
作成します。
今回は全 4
日間、午前と

｢どんく､リコロコロ」
8 月 1 4 ， 2 1 日 参 加 者 1 3 名

どんくﾞ り
を つ け る 木
の 葉 と 実 を
観 察 し て 名
前 つ け を 行
った後、葉を
名 前 と い つ
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地学グループ報告・ホットな感想集めました！
7月25日（日） 参加者 子ども13名、大人9名

一日コース酒匂川河原の採集と館内標本作り
・自由研究にするのは難しいけど先生の人がく
わしく教えてくれたので、作れると思う。
・メモをしなかったのが私の反省点、一つ拾っ
ては一つ名前を決めるという先生のはじめの方
法を忠実に守ればよかった。そうすればその時
にメモができた。ゆっくりまじめに勉強してか
らはじめて楽しめるものと思いました。
・いしひろいしたことがたのしかった。（6才）
．はじめてのけいけんだし、石の名前がいろい
ろわかって、とてもうれしかった。／お蔭様で
親子ともども楽しい一日を過ごすことができま
した。次回もぜひ参加したいと思います。
・石ってきれいだなと思いました。／実際に河
原で採集でき、小さい子にもわかりやすく楽し
かったです｡家に帰り、本でまた調べてみます。

｢ 僕 の 石 は ど れ

と同じだろう？

緑 色 の 石 の 仲

間 ？ 」 名 前 を 確

認 に く る と 、 地

学 ス タ ッ フ と 楽

しい学びのやり

とりが始まる．

8 月 2 1 日 ( 土 ） 参 加 者 子 ど も 1 6 名 大人 4 名

半 日 コ ース 博 物 館 内 の 標 本 作 り の み
・来年は酒匂川に行って、採集に参加したい。
・川にある石は全部同じようなものだと思って
いたがいろいろな種類があって興味を持てた。
・石のでき方などについてもわかったので、よ
かったです。
・学校の中でも標本の説明くらいにとどまって
しまい、身近な石までよくわからず、今回とて
も勉強になりました。
・今年は石川町 (福島県 )で採集した岩石・鉱物
に関して本人がまとめたものを最終段階で先生
に見ていただき自由研究として仕上げることが
できました。石の名前が分かってよかった。

発にあたって勝山 ペ ン 画 山 本 絢子

先生から富士山に関わる植物についてレクチャ
ーがあり、先生を先頭に登る。細い山道なので
長い列となって進む。先生の話を直接聞けるの
は先頭の一部の人達だけではあったが、植物の
種名については後続の人達のために植物に名札
が付けられており、確認できた。数が多くて私
などは記録するのに精一杯であった。家に帰っ
て図鑑と照合するのが大変な作業と思われた。
12時少し過ぎに幕岩に着く。ここは岩の広場と
言った感じで廻りが緑に囲まれた気持ちの良い
場所で、新鮮な空気を充分に吸い込んで食事を
とった。天気が良ければ至福の時であったと思
われる。幕岩を出る13時頃に案の定、ぽつぽつ
と落ちてきた。全員雨具を付けて出発する。樹
林帯を登ると富士山特有の広い火山砂礫地に出
る。この頃には雨足も強くなり、記録は面倒に
なってしまった。この辺りのカラマツは風衝地
のためかハイマツのようになっていた。双子山
下を通過する頃には一段と雨足が強くなり、濃
い霧の中を黙々と駐車場に向かって下りた。バ
スの姿を見た時にはほっとした。晴れていれば
火山砂礫地に植物が侵入し荒原一草原一森林と
群落が移り変わる変遷が一望できたのではと心
残りでありました。最後に私としては新しい発
見があり、久しぶりの雨の苦しい経験をし、有
意義な一日でした。 （参加者日下正武）

へ

余 弘 9 毛 ダ ム

ザミめ群落を訪過で蕊譲
燭蕊慰謝 認 識 鱒 : ｡ X 蔑 壊 獄 感 駕 蕊 獄 蕊 駕 滅 簾 謎

第18回植物観察会報告・富士山
8月27日（金） 曇り後雨参加者50名

前日から気になっていた天候だが、当日朝は
幸い雨ではなく、山に入ってからは怪しい、と
心配しながら家
を出る。 1 0 時 頃
新 五 合 目 駐 車 場
に到着｡バスを降
り る と 目 の 前 に
早 速 フ ジ ア ザ ミ
の 大 き な 花 が 目
につく。すぐ近く
に 淡 紫 色 の 鐘 形
に 開 い た ク サ ボ
タンが見える。出
発にあたって勝山

:菱窺蕊：""""令珍瀦’

へ
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自然倶楽部報告・早川水辺の観察会と体験楽修
8月21日(土）参加者 子ども12名、大人19名

・国道1号バイパスエ事による周辺環境の変化と
早川水系自然博物館の創造について現状を解説
・水辺の観察会「河原の岩石」「川の生きもの」
．「ストーンアート」「焚き火で竹パンを焼こう」
「水遊び＝石投げ・ダムつくり」

5日前の下見では石に苔が付いて滑り、水は臭
く、丈の高い草が水際まで生えていた。2日前の
大雨で増水、川の状況は一変！冷たくてきれいな
水、苔も流れて草も支障なし。雨予想もはずれて
薄日の差す絶好の水餓鬼日和となった。

『川という自然の恵みの楽しみ方』
お友達に誘われて、普段なかなかできない体験
をさせてやれそうだと、楽しみに参加しました。
観察会では、普段進んで参加する事の苦手な息子
が珍しくきちんと話を聞いて取り組み、思わず私
も真剣にメモを取っていました。教えてくださる
方皆さん優しく分かり易いお話でした。何もいな
いように見える川でも多くの種類の生きものがい
ることに驚き、色の違う石がすべて同じ仲間であ

ることも覚えました。
「安山岩」もう忘れ
ません1木の棒と板
をこすって焚き火の
火を起こし、パンを
これて竹に巻いて焼
き、石の名前を聞い
て絵を描き、川へ恐

る恐る入って水遊び…体験しながらの学習は楽し
く、川という自然の恵みの楽しさを満喫して、帰
りはぐっすりでした。早川の、河童の夢でも見て
いたのかな？ （ 参 加者柏木牧子）

会員の皆さんも、ご意見やアイデアをお寄せ
ください。イメージイラスト大歓迎です。

倶楽部まで
 （佐藤）

博物館と
横を流れる
早川の間に、
水辺の学習
空間を作り
たいと願う
「早川水系
自然博物館
の創造」に

ついて、昨年今年とアンケートをとった。大きな
事業にどれだけ私たちの声が反映されるかどうか
は未知数、でも夢を描こう1水餓鬼たちのキラキ
ラ輝く目を育み、明日につなげたい。

小田原側上空からのイメージ図

考案: Kappasa  (佐藤昭男）図作成：櫻井 武 2004. 8

『参加者からの声』
★カルバートの上はシロツメクサの草原に、虫や
烏が来るように樹木を植える。管理棟を設ける。
★川の向こう側へ渡れる橋があると、水生昆虫の
観察に便利だと思う。
★河原の自然環境を残して下さい。
★土木系ではなく、生物系での経済効果や活性化
ができたら、皆さん投票すると思う。
★子どもたちは自然の中で遊びを見つけていくも
のだと感じている。「ここではこう遊ぶんだ｡」と
いう作られ過ぎた遊び場ではなく、安全とのバラ
ンスに気を配りながら、自然の中で思いっきり遊
べる場にして欲しい。泳げる淵があると良い。
★なるべく手を加えないで残した方が良い。博物
館施設として水遊び後のシャワーなどあるといい。
★河原の自然環境を復活させるような整備が必要。

- 6 -
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.・・・・◆ナチュラ・ノート◆ 地学グループ篇・・・・。・・
「佐渡島特別巡検」報告9月3日(金)～6日（月）

＜佐渡島巡検あらまし＞
陸続きでないところの巡検は初めての上、台風の当たり年で天気予報に気
を操みましたが､好天に恵まれ往復の海上も静穏で連絡フェリーは滑るよう、
波打ち際での観察や採集も安心して行え、島での2日間をフルに回ることが
できました。観察ポイントは海岸沿いが多く、露頭の岩石の観察とともに小
木や外海府の海岸ではその開発の手の入らない風光を嘆賞しました。
さて､右地図の○印が巡検Stop地点｡その中からピックアップしてみます。

図Aは、今回のハイライ《トである上･クライト質玄武岩です。カラーでお目に
かけられないのが残念。佐渡の定番といえば金山（図B)。坑道跡を堪能。図
Cは、中新世の示準化石＆熱帯～亜熱帯の示相化石、ミオジプシナ（有孔虫
化石)。図Dは、海岸で拾った球顯流紋岩。赤青緑と様々な転石を採集（右写
真)。図Eは、小木での枕状溶岩大露頭。展示室の壁よりもスゴイ迫力。近く
ではオリビン砂も採集。図Fは、枕状溶岩が割れたピローブレッチヤーとハ
イアロクラスタイト。露頭よりたらい船の方が気になる人も。図Gは、天然
記念物となっている波食甑穴群｡貝化石を含む1 500万年前の地層に波食によ
り穴があいたものです。図Hは、初夏にカンゾウが咲き乱れる大野亀。頂上
からは段丘面の観察。図Iは、巡検最後のStop、基盤岩類に見られた枕状溶
岩。ここでは某学芸員が「スゴイ、スゴイ！」と大興奮。秋田巡検につづく
日本海側巡検は楽しく閉幕しました。

（地学グループ新藤誠一郎、学芸員 田口公則、同 山下浩之）
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岩波全薑125
『 疾 病 と 動 物 』

佐々学著 1 9 5 0年岩波書店発行

「なんでまた、
よ り に よ っ て

ダニの研究者
になんか ､なっ
たんですか？」
とよく聞かれ
ます。面倒臭い
から「そりやあ、
ダニが可愛い
からですよ｡」
と答えると、み
んな「エーッ
！」と、のけ
反ってしまい

ます。ここでは本当のことを述べましょう。
ぼくが小学生の頃は、今と違ってテレビもテ
レピゲームもなく、マンガといえば「のらくろ」
く、らいしかありませんでしたから、学校から帰
るとみんなそれぞれに違った楽しみを持ってい
ました。ぼくの場合は切手集め、模型電車づく
り、昆虫採集の三つでした。しかし、少ない小
遣いでこの三つを続けることが難しくなってき
ました｡小学校5年生のときだったと思います。
ぼくはこのうちのどれか一つだけにしようと決
心しました。でも、どれも楽しくてやめたくあ
りません。そこで、サイコロの代わりに鉛筆を
転がして決めることにしました。6角柱の鉛筆
の6面に切手の「キ｣、模型の「モ｣、昆虫の「．」
を2か所ずつ書いて10回転がしました｡そうし
たら、「．」が一番多く出たのです。それを機会
に切手のコレクションと何台も作った模型電車
と機関車はみんな友達にやってしまい、昆虫採
集だけに専念することになったのです。その時
は大して考えもせずにやったことですが、これ
がぼくの人生を決めてしまったのです。「．」が
でたからこそ、後にダニの研究の道に進んだの
であって、もし「キ」か「モ」が多く出ていた
ら、今頃はきっと銀行員かJRの職員か、なに
か他の職業についていたことでしょう。

さて、ではなぜ昆虫がダニに変わったかとい
うと、ここに 1冊の本が登場します。大学に
入ったとたん、ぼくは何を研究テーマにしよう
か、迷っていました。そもそも、ぼくは相当の
ひねくれ者、天邪鬼で、なんでもみんなが騒ぐﾞ
もの、一番人気があるものにはソッポを向いて
しまう性格です。ですから、研究のテーマにし
ても、だれも研究していないものをやりたかっ
たのです｡昆虫類には多くの研究者がいるので、
なにか昆虫以外の生物を狙っていましたが、な
にがいいか分かりません。その時偶然手にした
のが佐々学著『疾病と動物｣という小冊子です。
著者は当時東京大学伝染病研究所（現在の医科
学研究所）教授で、この本にはゴキブリ、シラ
ミ、ノミ、力、アブ、ハエなど衛生上有害な動
物について解説がされてあり、最後のほうに｢ダ
ニ」という章があって、その中にササラダニ類
のことが次のように記されていました：「隠気門
類 こ の 類 は コ ウ チ ュウ ダニ 類 ま た は サ サ ラ ダ
ニ類とも呼ばれ,．．（中略)．．、自然界に広く分
布して自由生活を営んでいるが .．、我国のこの
類のダニはほとんど研究されていない。40科近
くに分かれて多数の属を含み、極めて珍奇な美
しい形をしたものが多い」と。これを読んだぼ
くはすぐに「これだ！」と決めてしまいました。
「ほとんど研究されていない」と「極めて珍奇
な美しい形」に強くひかれてしまったのです。
それから50年､ぼくは脇目も振らずササラダ

ニの研究一筋にやってきました。発見した新種
のダニは450種を越えました。他のことは何も
知らない非常識研究者です。1本の鉛筆と1冊
の本がぼくの人生を決めてしまったのですが、
まったく後悔はしていません。偶然に感謝して
います。

カツ I 、 八 木 逸
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" パ ホ イ ホ イ 溶 岩 ア ア 溶 岩 って 何 ？ ”

我々日本人にとって火山は耳慣れた言葉です。
先日も、浅間山の小規模爆発、三宅島では火山
活動により住民の避難が続いています。多くの
被害に対し火山の研究が続けられていますが、
大自然の威力に対して、先が読めません。その
火山によってもたらされる溶岩には、玄武岩、
安山岩、流紋岩などがあげられます。今回、友
の会通信の編集長から「パホイホイ溶岩アア
溶岩って何？」と聞かれ、ハワイ（ポリネシア
語）では、

鍵
ホイ ホイ

とは、滑ら
か な 意 味
を指し、表
面 が 滑 ら

か な 溶 岩
を パ ホ イ

ホイ溶岩。 パ ホ イ ホ イ 溶 岩

それに対しアアとはゴツゴツした意味を指し、
表面がゴツゴツした溶岩をアア溶岩、アッアシ
痛いと言う語源を持つと返事をした所、それを
友の会通信に書いてくださいとの事。ポリネシ
ア 語 は さ
ておき、こ
の 2 つ の

溶 岩 は 玄
武岩で、安
山 岩 に 比
べ る と 粘
性が低く、
サ ラ サ ラ と ア ア 溶 岩
流れます。これらの溶岩は先程も述べたように
形から名前がつけられ、学術用語にもなってい
ます。ハワイでは、パホイホイ溶岩は火口から
静かにあふれ出し、ゆっくり冷え固まり、下流
部分ではアア溶岩に移行する例が多く、アア溶
岩の表面はガスが抜けた穴が多く凸凹していま
す。この上を歩いたら日本人でも「アッアッ」と
言ってしまうのではないでしょうか？

（広報グループ永井たまき）

巨大キノコ発生！求むニオウシメジ情報

9月10日、出張先で携帯電話が鳴りました。
博物館からで、至急、藤野町教育委員会に電話
をとのこと。小学生の頃からキノコの師と仰ぐﾞ
力石悟さんからで、ニオウシメジという巨大キ
ノコ発生のニュースです。樽学芸員と直行しま
した。現場の草むらに到着した頃、辺りは暗く
なっていましたが、闇の中にボーつと浮かび上
がる巨大な塊に戦,陳が走りました！高さ40cm、
重さは約1 0kgで数十本のキノコが束をなして
います。手を添えて持ち上げようとすると、キ
ノコの直下は人肌のように暖かくなっています。
小さな子どもほどもある巨大ニオウシメジとの
初対面に大感激です。力石さんと藤野町のご厚
意で、博物館に寄贈して頂き、目下フリーズド
ライ標本作成中です。ニオウシメジは熱帯性の
キノコですが、神奈川では1 9 8 5年に初めて発
見され、翌年続けて津久井に発生したものは
1 70kgに達し1ギネスブック掲載とのこと。16
日付け新聞に相模原市内でも発生の記事があっ
たと企画部草山さんから伺いました。警備員さ
んは藤沢市 長後産のよく似たキノコを見たこ
とがあるとのこと。滝田さんからは18日に横
浜市でも発見との情報が入りました。猛暑のせ
いか、各地で多発しているようです。非常に美
味しいとのことで、秋の味覚も大いに楽しんで
頂きたいと思いますが、もし近所でこの巨大キ
ノコに遭遇されましたら、食べ尽くす前に記録
を取って傘のかけらだけでも標本用に残してご
連絡下さいますと助かります。野菜畑や空き地の
草むらのようなところに生えます。

( de gawa@nh
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( 出 川 洋 介学芸員）
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植物ノート｢カンアオイの不思議｣に寄せて
臼井英夫

6月の通信に、植物観察グループの記事でカ
ンアオイのことが書かれていました。私もギフ
チョウの飼育用に栽培しています。
2年ほど前になりますが、タマノカンアオイ

の種子を娘の通う学校で採集し蒔きました。翌
朝、種子をまいたプランターにたくさんの赤ア
リが集まり、種子を運び出していました。本に
よれば、カンアオイの種子に付いている脂肪の
塊がアリの好物で、アリによって分布を拡大す
るようです。アリに種子を運んでもらえば数m
は移動できるのでしょう。種から花が咲くまで
4，5年かかるので、条件がよければ年平均1m
位は生育範囲は広がるのではないでしょうか。
1 000年でlkm、10万年で1 00km・気の長い話で
すが、結構広く広がるのではないでしょうか。

《学芸員からのコメント》
学 芸 員 勝 山 輝 男

カンアオイの種子がアリ散布だということは、
種子にエライオソームという、アリが好む高栄養
の付属物があること、果実を地面の近くに置いて
いることなどから、植物界ではよく知られていま
す。ただし、種子の大きさが大きいので、非力な
アリにはあまり遠くまで運ぶことができず、その
うちエライオソームだけ外して持ち去ってしま
い、結局、カンアオイ類の種子散布は他のアリ散
布植物ほどは遠くに運ばれないそうです（林実，
1937.植物研究雑誌, 13:699-700)。植物ノートを
書かれた中島さんもそのことはよく承知してい
ました。中島さんの意図は、種子散布は親株から
遠くへ種子を運ばせることだけでなく、親株の近
くに種子を留めるメリットもあるということで
す。そのために、種子散布の遅いカンアオイ類を
例に出し、その説明として、1万年にせいぜいlkm
という前川説（前川文夫, 1953 )を引用されたよ
うです。話を単純にするために中島さんは前川博
士の説をくわしくは書いていませんが、前川博士
も林 ( 1 9 3 7 )を参考にして、種子がアリに運ばれ
たとして最大1年に 1mと推定、小さいほうの1
年に1cmとの中間をとって、1年に1 0cmと考え
ると、1万年に1kmとなり、地史とうまくあうと

5月9日に開催された昆虫採集入門講座にあ
わせて､博物館エントランスホールにあるミュ
ージアム・ショップで、昆虫標本作製用具の販
売を開始しました。特に消耗品については、来
館されたついでに手に入れることができます
ので、是非ご利用ください。取扱品を紹介しま
すと、
金属製引抜式6300円・殺虫管840円・三角紙
ケース1 365円・三角紙（大中小50枚入)  315
円・ピンセット945円・展翅用玉針（50本入）
945円・ドイツ型標本箱8400円・有頭シガ昆
虫針（2号）262円です。
在庫が切れている場合もありますので､売店

へご確認ください｡随時補充をしてくださるそ
うです。

★新シリーズ・「ナチュラ．ノート」

すでにお気づきの方も多いと思いますが､前
号の『友の会通信」第45号から、「植物ノート」
に代わり「ナチュラ．ノート」の連載が始まり
ました。このコーナーでは、友の会各分科会で
の自然科学に関わる学術的な調査 .研究発表を
取り上げる場としましたので､取り扱うジャン
ルやテーマも多岐にわたります。
ネーミングについては、このことを視野に入

れ､nat ureの語源となるラテン語のnatura (ナ
チュラ）を採用しました。ご愛読ください！

|会員状況'8月31日現在
個人：405 家族 : 2 0 6 合計 6 1 1

廐引第62回サロン・ド･小田原
9月9日（木）

「南洋の楽園小笠原の現状と未来」
苅部治紀学芸員

参加者：講演会31名、茶話会21名

- 1 0 -

いうことです。この計算が妥当がどうかは意見が
分かれるところですが、多くは臼井さんと同様に
カンアオイ類の種子散布距離はもう少し大きい
のではというものです。カンアオイ類の種子がア
リ散布されるとして、どのくらいの距離を運ばれ
るのか詳しい研究はまだされていないようです。

情報クリップ

★ご存じですか？

5 月 9 日 に 開催を

へ

へ



I P友の会NOW4
私たち友の会役員の任期2年間も残り半年となりま
した。限られた時間とメンバー、そして予算で、会員
の皆様が期待する運営ができているだろうか、疑問に
思いながら会の運営に携わってきましたが、如何でし
ょうか。この「友の会NOW」を通して、少しでも友
の会の事情をご理解いただき、自主運営にご協力いた
だけるように発信させていただきました。会員の中に
はこのような情報を不快に感じた方もいらしたかと思
いますが､｢博物館を広く活用し博物館活動を支援する
とともに､会員相互の交流を図ること｣を目的とする友
の会の運営を考えてのことですので、お許しいただき
たいと思います。ミューズフェスタや広報グループな
どの協力者には感謝しております。600余名もの会員
組織を担っていくための運営方法は今までの「友の会
NOW」に記載させていただきましたので改めて述べ
ませんが、残された半年で運営課題を整理し、来年の
総会(3月20日)で提案できればと考えています。

田原では美しい高山植物の数々に加え、調査で明らか
になった様ざまな話題の高山植物を紹介する。

第64回 サロン・ド・小田原2005年1月13日（木）

『小田原市域で縄文の海を復元する』
松島義章（生命の星・地球博博物館名誉館員）

縄文時代の中ごろは地球規模で温暖化が進み、相模
湾沿岸の海水温は現在より2℃ほど高く、しかも海面
も2～3m高い位置に達していた｡そのため現在の海岸
に近い小田原城の内堀にまで海水が浸入し、旧市街地
一帯は広く海となっていた。国府津の森戸川沿いでは
下曽我付近まで泥深い海となっていた。大磯丘陵の押
切川沿いでも現在の海岸線から約2km上流の小田原一
厚木道路付近まで海水が浸入して幻の古中村湾が形成
されていた。これらの海には現在の相模湾に生息して
いない多数の貝類が見られ、豊かな縄文の海となって
いた。この海の様子を各地から産出するいろいろの貝
化石から復元する。

サロン。ド。小田原の講演では、学芸員や外部の研究者

等により様々な話題が提供されるとともに、つづく茶話会
では演者を交えた参加者同士の交流が行われています。こ
のサロンはどなたでも参加できる会です。［友の会・博物館

共催］ 詳しくは行事案内をご覧下さい。
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第63回 サロン。ド・小田原 11月11日（木）

『白馬連峰の花』
高橋秀男（生命の星地球博物館名誉館員）

“花の白馬・・・”語感のよいキャッチフレーズを
もつ白馬岳は北の大雪山、南の北岳とともに日本にお
ける三大高山植物の宝庫である。亜高山から高山にか
けて、生育する高山植物は345種を数え、中部山岳の
高山ではだんとつに種類数が豊かである。
白馬岳は日本海側に位置し、いわゆる日本海側要素
と呼ばれる多雪地に適応した種類が多い上、地形が他
の山岳に比べ変化に富み、山麓の夏緑林から稜線付近
の低小草原まで､変化に富んだ植生帯が発達している。
ほかに植物の生育に特別な影響を与える蛇紋岩や微攪
岩などからなる超塩基性岩や石灰岩が露出している所
が多く、ここに好んで生える特別の種類が多い。
私が白馬岳へ足を踏み入れたのは195 1年､以後機会

があるごとに植物調査に登山し、神奈川県立博物館研
究報告3号には『白馬後立山連峰とその東方山麓のフ
ロラ」として一冊まるごと特集号としていただいた。
1991年からは白馬村から依頼を受け､村誌の植物部門
の編纂に携わった｡これらの調査のなかで八方尾根に、
ハッポウタカネセンブリやハッポウウスユキソウなど
の蛇紋岩変型植物を新たに発見した。サロン・ド・小

前回の総会で濱田会長が提言された、「博物館"友の
会”白書を皆で真剣に考えようではありませんか！」
を実践する半年と思っていますので、ご意見などを友
の会事務局宛にお願いします。友の会運営にスタッフ
として参画したい方は、是非、名乗りを上げて欲しい
と思います。
来年は1O周年を祝う、『ミューズフェスタ2005』が

3月20日（日）～21日(祝)に開催されます｡この節目に
相応しい飛躍ができることを祈って、皆様の声をお待
ち し て い ま す。 （ 友 の 会 副 会 長 佐 藤 昭 男 ）
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急 亀
◆第63回サロン・ド・小田原
「白馬連峰の花」

【日時】11月11日（木) 16:30より受付 
【場所】生命の星・地球博物館1F講義室
お車は箱根側屋外の第2駐車場をご利用下さい。
【講演】17～18時 （西側講義室）※申込不要
【茶話会】18～19時半(東側講義室）

※事前申込制、参加費は大人1 000円
【申込み】講演会はどなたでも参加できます。

茶話会に参加される方は、はがき、FAX、
Eメールで友の会事務局へ。

【問合せ】田口tagu@nh.kanagawa- museum.j p

◆第 6 4回サロン・ド・小田原
「小田原市域で縄文の海を復元する」

【日 時】2005年1月13日（木)  16:30より受付
場所、その他は同上です。

広報グループ・編集部より

◇“何でも好奇心”への質問が数件寄せられま
した。早速にありがとうございます。適切な取
材先や方法を検討してご返答差し上げますので、
しばらくのお時間をいただきたいと思います。

◇ 今回の46号は、10．12月合併号としてお届
けしました。友の会通信は、平成1 6年度の事業
計画で年6回お届けすることになっていますが、
10月以降は行事も少なくなるため、2号分をま
とめてページ数を増やし、内容を充実させて発
行いたしました。今年度スタートしたばかりの
広報グループのスタッフは未だ数少なく、技術
力もまだ途上で、少々息切れている現状です。
経費の節減、労力と時間の軽減を進める努力を
していますが、モノづくりのスリム化とボラン
ティアの関わり方には、自ずと限界があります。
それでもスタッフは頑張っていますので、ご理
解いただければ幸いです。尚、スタッフは継続
して募集しています。どうぞご協力下さい。（編
集スタッフ：中村恭子、奥村千恵子、奥村卓男、
星野和子、永井たまき、渡邊かをり）

◇次回の通信発送は、 2月 5日（土） 1 0時から
会議室で作業を行います。

亀 感
◆柊山鉱物観察会「スカルン鉱物の観察・採集」
【日時】11月20日（土） 雨天中止
【場所】茨城県笠間市、「柊(ひいらぎ)山」

◆伊豆大島地学観察ツアー｢三原山の火山地形」
【日時】2005年1月15 (J=:)～16日（日）

雨天決行
【場所】伊豆大島・三原山

◆早川水系の源を探る! P a r t 8
「芦ノ湖西岸の自然観察会」
【日時】12月4日（士） 小雨決行
【場所】箱根やすらぎの森から桃源台へ

◆第20回植物観察会「晩秋の尾根歩き」 ／へ

【日時】11月27日（土）雨天11月30日（火）
【場所】飯山観音から順礼峠へ

◆第21回植物観察会「冬の丘陵を行く」
【日時】2005年2月1日（火）

雨天2月4日（金）
【場所】相模湖周辺の山

＊ ＊ 行事への参加申込み方法＊＊

一 詳 細 は チ ラ シ を ご ら ん く だ さ い -

受 付 は 各 行 事 案 内 の 申 込 み 方 法 に 従 い 、 普 通

はがきまたは往復はがきでお申込みくださ
い。FA XやEメールでは受付けできません。

記入は行事名/参加者全員の氏名/年齢(学年）
会員番号/代表者の住所、電話番号、指定の
必要事項などもご記入ください。

宛先は生命の星・地球博物館友の会事務局
（主催者名を記載）までお送りください。

締切は各行事案内に指定の期日までに必着。
その他行事案内に指定がある場合は、FAXや
Eメールでも受付けができます。

問合せ 各 行 事案内に担当名が記載されていま

す。なるべく夜間にご連絡ください。

発行:神奈川県立生命の星･地球博物館友の会
vol.8,No.4通巻46号2004.1 0.2発行

編集:友の会広報グループ
〒250 - 003 1神奈川県小田原市入生田499
TE L : 0 4 6 5 - 2 1 - 1 5 1 5 FA X : 0 4 6 5 - 2 3 - 8 8 4 6

tomonoka i@nh .kanagawa-museumjp

尼毒薯この本は再生紙(古紙,00%含有)を使用しています
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